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本測定器を安全にお使いいただくために必ずお守り下さい

この取扱説明書には、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止する
ために絵表示をしています。

その表示と意味は次のようになっています。
ご使用になる前によくお読みの上、正しくお使い下さい。

本書中のマーク説明

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人
警 警 告 が死亡または重傷を負う可能性が想定される内

容を示しています。
この表示を無視して誤った取扱いをすると、人

注 意 が傷害を負う可能性が想定される内容および物
的損害のみの発生が想定される内容を示してい
ます。
この表示は、本商品を取扱う上で知っておくと

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 便利な内容を示しています。

･本商品の故障、誤動作、不具合などによって生じた損害等の純粋
経済損害につきましては、当社は一切その責任をおいかねますの
で、あらかじめご了承下さい。

･本商品を分解したり改造したりする事は、絶対に行わないで下さ
い.

ＡＣアダプタ使用上の警告

警 告

(1)本器は表示された電源電圧以外の電圧で使用しないで下さい
火災、感電、故障の原因となります。

(2)外部電源はACP-311M ACｱﾀﾞﾌﾟﾀをご使用下さい。
これ以外のACｱﾀﾞﾌﾟﾀによっては、火災、感電、故障の原因と
なります.
ACｱﾀﾞﾌﾟﾀをご使用になる時は本体電源ｽｲｯﾁをOFFとし、接続
ﾌﾟﾗｸﾞを本体右側面にあるｼﾞｬｯｸにきちんと差し込んでから、AC
ﾌﾟﾗｸﾞを接続して下さい。
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●ご使用上の注意

注 意

本商品を次のような使用をしますと故障･不具合の原因となりま
す。
(1)キー操作は必ず指で行って下さい。

必要以上にキーを強く押したり、指以外で操作しないで下さい
い。

(2)電池交換の際には乾電池の極性を正しく合わせて下さい。
また長時間使用しない時は、本体から電池をはずして下さい
電池の液漏れによる故障の原因となります。
使用しない時は必ず電源スイッチをOFFにしておいて下さい.

〔品質保証〕
このたびは、本製品をご利用頂き、誠にありがとうございます。
本製品の無償保証期間は御購入から１年とさせて頂きますが、落下による
破損や規格以上の過大入力による障害等取扱方法に起因する修理につきま
しては、有償とさせて頂きます。
修理のお問い合わせは、お求めになった販売代理店または弊社営業担当ま
でご連絡下さい。



ＭＯＰ８０００３

置き場所･保管上の注意

注 意

本商品を次のような場所に設置、保管しますと故障･誤動作の原因
となります。
(1)直射日光の当たるところや、暖房器具のそばなど、温度の高い

いところに置かないで下さい。
内部温度が上がり、故障の原因となる事があります。

(2)水、油、薬品などの液体がかかるような場所、湯気の当たる
場所や加湿器のそばなどの湿度の高い場所、ほこりの多い場所
に置かないで下さい

(3)テレビ、ラジオ、無線機などの磁気が発生しているところや
違法無線を受けるところには置かないで下さい。
また、そのようなものを近づけないで下さい。
本装置が正常に動作しない事があります。

(4)装置本体をベンジン･シンナー･アルコールなどで絶対に拭か
ないで下さい。
変色や変形の原因になります。
汚れがひどい時は薄めた中性洗剤を布に付けよく絞ってから
拭いて、その後乾いた柔らかい布で拭き取って下さい。
表示部については中性洗剤は使用せず、乾いた柔らかい布で
軽く拭くだけにして下さい。
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概要

ＢＲＩ Ｕ点フレームモニタ（ＵＦＭ－３７３）は、ＢＲＩ（Basic
Rate Interface）のＴＣＭ方式で授受される受信フレーム（ＲＸ）と送信
フレーム（ＴＸ）の波高値をモニタする装置です。

測定点は上図に示す通りＤＳＵ－ＳＬＴ間のＵ点のＤＳＵ直近です。

●ｄＢ表示について
ＵＦＭ－３７３のｄＢ表示は通信技術者に分かり易いｄＢ表示を採用しておりま
す。
ＴＣＭ方式のＵ点での波形は以下に示す通り２．５ｍｓの繰り返しで受信と送信
データが交互に転送されます。

２．５ｍｓ

受信（ＲＸ） 送信（ＴＸ） 受信（ＲＸ）

18.75～21.875uｓ
121.875～125uｓ

送信・受信データはＡＭＩ符号により構成され、下図に示す通りプラス側とマイ
ナス側に６Ｖ0-Pの成分で表されます。
ＵＦＭ－３７３のｄＢ表示はこの１２ＶP-Pを０ｄＢとし表示します。

論理 "1" "1" "0" "0" "0" "1" "0" "1"

6Ｖ0-P +20% -10%
12VP-P

6Ｖ0-P

1.56uｓ±10%

ＳＬＴ ＳＬＴ
端末 端末ＤＳＵ ＤＳＵ

S/T点 S/T点

B R I B R I

U F M - 3 7 3

＊ＳＬＴ：加入者線終端装置

＊ＤＳＵ：ディジタル回線終端装置

U F M - 3 7 3

U点 U点
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受信／送信の検出方法

Ｕ点での受信（ＲＸ）／送信（ＴＸ）の検出方法は、受信／送信の２．５ｍｓの周
期の「空き時間１２１．８７５～１２５ｕｓ」をＡ／Ｄ変換器で検出し「送信・受
信」のタイミングを決定し、「送信・受信」の波の出る時間に比較蓄積し波高値

（Ｖp-pをｄＢ換算）で表示する方法を採用しています。
このため、下図に示す通り測定点に制限が発生します。

ユーザ宅 局

SLT
②

DSU 測定不可

測定可① 電柱 電柱 ③測定不可

前記の方法で「送信・受信」のタイミングを取る場合、測定地点の条件が出
ます。
伝送路での遅延の影響で①の場合のみ測定が可能で②の中間点及び局内の③
では測定が不可と成ります。

空き時間検出は４サイクル（2.5mSX4=10mS）の間、波高値－５６ｄＢ～－４２
ｄＢの１ｄＢステップ間隔で１５回連続し、当該の波高値以内でかつ時間が２２
～１３０ｕｓ以内の場合同期検出と判断します。

【注】空き時間は「１２１．８７５～１２５ｕｓ」と規定されていますが実波形
ではＴＸの最後の”１”の影響を受けますので、本モニタでは２２～１３
０ｕｓと余裕をもって検出します。

検出レベル 検出波高電圧値
［ｄＢ］ ［ｍＶp-p］

－５６ ２０
検出順 －５５ ２３

－５４ ２５
－５３ ２９
－５２ ３２
－５１ ３６
－５０ ４１
－４９ ４５
－４８ ５０
－４７ ５６
－４６ ６３
－４５ ７２
－４４ ８１
－４３ ９０
－４２ １０２
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●ＬＣＤの詳細内容
同期を検出すると「ＬＣＤ」に以下の表示を行うと同時に、「７－セグメント
表示器」にＲＸ及びＴＸの波高値を表示します。

!SYNC DETECT !
L=ｰxxdB T=YYYYuS

２行目に表示した「L=ｰXXｄBm T=YYYYus」の内容は以下の通りです。

◆L=ｰXXｄBm
受信／送信の２．５ｍｓの周期の「空き時間」の検出レベルを表し－５６～
－４２ｄＢの値をとります。

【例１】L=-55ｄBと表示した場合は「空き時間」の波高値が２３ｍＶp-pで
あると同時に回線に２３ｍＶp-pのノイズ成分が含まれていること
になります。

【例２】L=-43ｄBと表示した場合は「空き時間」の波高値が９０ｍＶp-pで
あると同時に回線に９０ｍＶp-pのノイズ成分が含まれていること
になります。

実回線の「空き時間」のレベルは低い程、理想的な回線（ノイズの無い）であ
り、一般的に局より送られてくるフレームのレベルは－４２ｄＢが限界と言わ
れていますので「空き時間」のレベルが－４５ｄＢ以上の値を示す場合はＩ回
線（ＨＤ、ＩＳＤＮ等）に適さないノイズの高い回線であると言えます。

◆T=YYYYus
受信／送信の２．５ｍｓの周期の「空き時間」の検出時間を表し２２～１３０
ｕＳの値となります。

【例１】T=90uSと表示した場合は「空き時間」の検出時間が９０ｕＳです。

検出時間（ＴＸーＲＸ間）は「２１．８７５～１２５ｕｓ」の規定ありますの
で１３０ｕＳを超えた場合は、ＴＸが送出されていない（ＤＳＵ異常）下記の
ＬＣＤ表示になります。

!ILLEGALL DSU!
L=ｰXXｄB T=YYYYus

また、本モニタはＤＳＵ側の直近で測定する条件となっていますのでＴＸ値は
１２Ｖp-p－１０％の規定を下回った場合（１０．８Ｖp-p）ＴＸが回線に送出
されていないことになります。 本モニタでは余裕を持って９Ｖp-pの値以下
になった場合、上記ＴＸが送出されていない（ＤＳＵ異常）上記のＬＣＤ表示
になります。
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ｄＢ換算

７－セグメント表示器に出力するｄＢは下表に示す「Ｐ－Ｐ」値を表します。

表 示［ｄＢ］ 最大値［ｍＶp-p］ 最小値［ｍＶp-p］
２以上(点滅) 16,003
２ 16,002 14,262
１ 14,261 12,711
０ 12,710 11,329

－１ 11,328 10,097
－２ 10,096 8,999
－３ 8,998 8,021
－４ 8,020 7,148
－５ 7,147 6,371
－６ 6,370 5,679
－７ 5,678 5,061
－８ 5,060 4,510
－９ 4,509 4,020
－１０ 4,019 3,583
－１１ 3,582 3,193
－１２ 3,192 2,847
－１３ 2,846 2,536
－１４ 2,535 2,261
－１５ 2,260 2,016
－１６ 2,015 1,796
－１７ 1,795 1,601
－１８ 1,600 1,426
－１９ 1,425 1,271
－２０ 1,270 1,134
－２１ 1,133 1,011
－２２ 1,010 900
－２３ 899 803
－２４ 802 715
－２５ 714 638
－２６ 637 568
－２７ 567 507
－２８ 506 452
－２９ 451 402
－３０ 401 359
－３１ 358 319
－３２ 318 286
－３３ 285 254
－３４ 253 227
－３５ 226 202
－３６ 201 181
－３７ 180 160
－３８ 159 143
－３９ 142 127
－４０ 126 114
－４１ 113 102
－４２ 101 90
－４３ 89 81
－４４ 80 72
－４５ 71 64
－４６ 63 57
－４７ 56 51
－４８ 50 45
－４９ 44 41
－５０ 40 36

－５０以下(点滅) 35
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測定方法

以下に示す手順に従い測定下さい。

①ＵＦＭ－３７３の電源をＯＮにします。
自己診断が始まりその内容をＬＣＤに表示します。
異常の無い事を確認し②に進みます。

②ＵＦＭ－３７３を利用者宅側の被測定回線に接続します。

③「ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ」釦を押下します。

④ＵＦＭ－３７３が同期を検出し、「ＴＸ」及び「ＲＸ」のＰ－Ｐ値を「ｄＢ」
で表示します。

⑤表示をホールドするため４秒間ウエイトします。

【注－１】測定終了する場合は「ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ」釦を押下します。
【注－２】必要に応じ「ＤＩＳＰＬＹ」を押下し、７－セグメント表示器に

「ｄＢ換算」又は「電圧」に変更下さい。

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ

◆１行目に「！SYNC DETECT！」、２行目に「L=ｰXXｄBm T=YYYYus」の表示
が出た場合は、正常に同期を検出しています。
「７－セグメント表示器」と「ＬＣＤ」の内容のメモをお取り下さい。

◆１行目に「！SYNC NOT DETECT！」、２行目に「-56→42dB 60CNT」の表示
が出た場合は、被測定回線にＴＸ及びＲＸデータが無い場合が考えられま
す。 被測定回線の確認をお願いします。
また、被測定回線に多大なノイズが重畳している場合が考えられます。
絶縁対応したオシロスコープ等で確認下さい。

◆１行目に「！ILLEGAL DSU！」、２行目に「「L=ｰXXｄBm T=YYYYus」の表
示が出た場合は、被測定回線に接続されたＤＳＵが応答しない場合が考え
られますのでＤＳＵの接続の確認をお願いします。
ＤＳＵが接続されているのにこの様な表示になった場合は「７－セグメン
ト表示器」のＲＸ値を参考にＤＳＵの応答限界値の参考にして下さい。

◆ＴＸの値がＲＸより大きい事がある。
ＲＸの値がＴＸより大きい場合は、ＲＸの値が回線のノイズと同等あるい
はそれ以下の場合が考えられます。 また、ＤＳＵの接触不良がある場合も
発生します。 絶縁対応したオシロスコープ等で確認下さい。
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構成品・オプション

● 構成品
本体（UFM-373）･････････････････････････････････････････････１台
回線接続ケーブル（M1P－RJ11モジュラ）･･･････････････････････１本
電池（単３）････････････････････････････････････････････････４本
ＢＲＩ Ｕ点フレームモニタ 取扱説明書 ･･･････････････････････１部

● オプション
キャリング・ケース ･･･････････････････････････(PC-800 大井電気製)
ACアダプタ ･･･････････････････････････････････(ACP-311M 大井電気製)

仕様

測定波形 ＴＣＭ方式ＡＭＩ符号（JT-G961）
測定機能 レベル測定範囲 －５０ｄＢｍ～＋２ｄＢｍ

（＋２ｄＢ以上又は－５０ｄＢ以下は７-ｾｸﾞﾒﾝﾄの
点滅表示）

誤差 ±１ｄＢ
入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ １２ＫΩ以上（１６０ｋHz）

電 源 乾電池 単３（１.５Ｖ）４本
（アルカリ電池にて、連続約８時間使用可能）
ＡＣアダプタによりＡＣ１００Ｖ使用可能。

寸法・重量 Ｗ１０２×Ｈ１９１×Ｄ３３ｍｍ
約４００ｇ
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外観 ①

②

③

⑤

④

⑥ ⑦

⑧

番号 名 称 機 能
① 測定ｺﾈｸﾀ 監視する回線を添付の回線接続ｹｰﾌﾞﾙにて接続して下さい。
② 表示器 ７－セグメント表示器で「ＲＸ」及び「ＴＸ」の波高値を

「ｄＢ換算」又は「電圧」表示します。
③ 表示単位用 ７－セグメント表示器で波高値を「ｄＢ」又は「電圧」で表

LED 示している時の状態をLEDの点灯で知らせます。
④ 電源ｽｲｯﾁ 電源ＯＮ／ＯＦＦを行うために使用します。
⑤ 表示器 ＬＣＤキャラクタ表示器で測定中の状態等を表示します。
⑥ START/STOP 測定の開始／終了を行うために使用します。

ｽｲｯﾁ
⑦ DISPLYｽｲｯﾁ ７－セグメント表示器への表示切り替え（ｄＢ換算／電圧）

を行うために使用します。
⑧ 電源異常表示 電源(BATT)異常表示用LEDで「点灯」でアラームを意味し、

LED 「点滅」では電圧低下を意味します。

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ

◆電源が低下すると電源(BATT)異常表示用LEDが
「点滅」→約２０分→「点灯」→約２０分→使用不可
となりますので電池交換又はＡＣアダプタをご使用ください。
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メッセージ説明

ＬＣＤへのメッセージは以下に示すメッセージより構成されます。

●電源立ち上げ時イニシャル・メッセージ
U.FRAME MONITOR 本体の名称を表示します。

UFM-373 Ver.9.00G 本体のバージョンを表示します。
（故障時等問い合わせ時バージョンも合わせて連絡下

さい。）

●電源立ち上げ時の自己診断メッセージ
SELF TEST Wait4S 自己診断中案内メッセージです。
A/D 0-ADJ= XXXX 本体に内蔵したＡ／Ｄ変換器の自己診断中

案内メッセージ。
【注】XXXXは16進で0調（0-ADJUST）後補正値を表示します。

本体で使用している電機部品のバラツキを抑えるために使用し範囲は
「203E～1FC0」です。
範囲を超えた場合は「A/D TEST ERROR」となります。

注 意

被測定回線に接続しない状態で本体の電源ＯＮを必ず行ってください。
本体の電源ＯＮ時にＡ／Ｄ変換器の０調を行い、電源ＯＦＦするまでの間Ａ／
Ｄ変換器の補正値として使用するため、被測定回線に接続した状態で本体の電
源ＯＮを行うと正確な測定が出来ません。 また、被測定回線に接続した状態で
本体の電源ＯＮを行うと「A/D TEST ERROR」となることが多く、自己診断エラ
ーとなり以後の測定が出来ません。

SELF TEST Wait2S 自己診断中案内メッセージです。
MEMORY R/W TEST 本体に内蔵したＲＡＭのリード／ライト診断中案内

メッセージ

SELF TEST Wait1S 自己診断中案内メッセージです。
TRIPLE CPU TEST 本体に内蔵した３個(TRIPLE)のＣＰＵ診断中案内

メッセージ

●電源立ち上げ時の自己診断エラー・メッセージ
当該の自己診断後エラーが発生した場合のエラー・メッセージです。

A/D TEST ERROR SELF TEST Wait2S SELF TEST Wait1S
+=XXXX -=YYYY MEMORY R/W ERROR TRIPLE CPU ERROR

【注】+=XXXXは最高値、-=YYYYは最低値16進で表示します。

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ

自己診断中にエラー・メッセージが出た場合は、本体が故障している場合が考
えられますのでメーカに修理依頼下さい。
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●測定開始勧誘メッセージ
**MEASUR.STOP ** 測定停止中状態表示
PUSH START SW!! スタートＳＷを押下すると測定中になり、同期検出を

行います。

●同期検出待ちメッセージ
**MEASUR. START** 測定開始中状態表示
SYNC?? SYNC?? 同期を探索中案内メッセージ

【注】同期（ＲＸ－ＴＸ間）探索を１０ｍｓ間で、ＲＸ－ＴＸ間に重畳する
ノイズ等の影響を抑えるため、順次－５６～－４２ｄＢの値で１５回同期
を検出します。
（これは２．５ｍＳ間のフレームで６０フレーム分に相当します。）
この同期探索で検出した場合、一行目に「!SYNC DETECT !」、二行目に
｢L=xxdB T=YYYYuS｣を表示し７－セグメントに測定結果を表示します。
また、検出来無かった場合「!SYNC NOT FOUND!」を表示します。

●測定結果メッセージ
!SYNC DETECT ! 同期検出メッセージ
L=ｰxxdB T=YYYYuS 同期検出時のレベル及び間隔時間メッセージ

７－セグメントにＲＸ／ＴＸデータを表示します。

●同期検出不可メッセージ
!SYNC NOT FOUND! 同期検出不可メッセージ
-56→-42dB 15CNT 同期検出不可の状態（-56～-42dBのレベルで15回）

を表します。

●同期検出不可メッセージ（DSU異常：TXデータ未検出）
!ILLEGALL DSU! 同期検出不可メッセージ
L=ｰXXｄB T=YYYYus 同期検出不可のレベル及び間隔時隔時間メッセージ

７－セグメントにＲＸ／ＴＸデータを表示します。

●内部エラー・メッセージ

!SEG. CPU BUSY! 本体に内蔵した３個(TRIPLE)のＣＰＵ間情報
エラー・メッセージ

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ

内部エラー・メッセージが出た場合は、本体が故障している場合
が考えられますのでメーカに修理依頼下さい。
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電源
●電源スイッチ

電源スイッチをＯＮにすると自己診断が開始され、当該の診断に伴い「ＬＣＤ
表示器」及び「７ーセグメント表示器」が点灯します。
また、電源が低下すると、「BATT LED」が「点滅」または「点灯」しますので
電池交換等を行い「ＢＡＴＴランプ」が消灯する事を確認し使用下さい。

● 電池
電源スイッチをＯＮしても自己診断が開始されない時には新しい電池に交換して
下さい。

〈電池交換〉
本体裏側下部に電池挿入部があります。
▼マークを軽く押しながら手前に引くと蓋が開きます。
収納部にある電池の極性表示に従って単３乾電池４本を正しく挿入して下さい。
なお、新しい電池に交換する時は同じ種類の電池を使用し、４本同時に交換する
事をお勧めします。
また、長期間使用しない時は、本体から乾電池を外して保管して下さい。

注 意

極性を間違えますと、本体を破損する事がありますので注意して下さい。

●ＡＣアダプタ
ＡＣアダプタ（オプション）を使用する事によりＡＣ１００Ｖでも使用ができま
す。

注 意

ＡＣアダプタは、必ず指定のＡＣＰ－３１１Ｍをお使い下さい。ＡＣアダプタ
によっては接続プラグの極性や、定格電圧／定格電流の異なるものがあり、誤
使用すると火災や事故の原因になる事があります。

ＡＣアダプタをご使用になる時は、本体電源スイッチをＯＦＦとし、接続プラ
グを本体右側側面にあるジャックにきちんと差し込んでから、ＡＣプラグを接
続して下さい。
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お客様メモ
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お客様メモ
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お問い合わせ先

技術サポート 計測事業部 技術担当
TEL 045-438-3008 FAX 045-401-8284

営業窓口

北海道地区 札幌営業所
〒065-0020 北海道札幌市東区北20条東17-2-17

TEL 011-786-0565 FAX 011-786-0588

東北地区 東北営業所
〒981-3206 宮城県仙台市泉区明通3-12-2

大井電気（株）仙台研究開発センター内
TEL 022-377-7025 FAX 022-342-7053

関東地区 計測事業部 営業担当
〒222-0011 神奈川県横浜市港北区菊名7-3-16

大井電気（株）内
TEL 045-438-3008 FAX 045-401-8284

中部・北陸地区 名古屋営業所
〒466-0064 愛知県名古屋市昭和区鶴舞2-4-17

名伸ビル北館2F
TEL 052-882-8637 FAX 052-882-8638

金沢営業所
〒921-8044 石川県金沢市米泉町8-68

TEL 0762-43-7096 FAX 0762-43-7776

関西・四国地区 大阪支社
〒561-0821 大阪府豊中市日出町1-2-1

TEL 06-6334-5885 FAX 06-6336-1035

中国地区 広島営業所
〒730-0047 広島県広島市中区平野町4-7

サンローレル平野町101号
TEL 082-241-8690 FAX 082-241-0609

九州・沖縄地区 九州営業所
〒810-0001 福岡県福岡市中央区天神4-8-25

ニッコービル6F 大井電気（株）九州支社内
TEL 092-751-3393 FAX 082-241-0609
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検 査 合 格 証
日本テクニカル・サービスの製品をご購入いただき誠にありがとう
ございました。 この製品は弊社の出荷検査に合格した製品である
ことを証明いたします。

ｼﾘｱﾙNO.貼り付け

検

査


